地域における特産品を取り巻く課題 : 「揖保乃糸」と「三輪素麺」を事例として by 石川 和男
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(2) 三輪素麺の自主規制と製品管理 
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準の細さ）、②色（色ムラがない）、③色澤（麺のツヤ）、④結束（同じ高さで結束）、⑤裁断（19cm
に裁断）の 5 項目が、審査対象となっている（http://www.miwasoumen-kumiai.com/about/）。 
 2) 1980 年代における三輪素麺の危機 
 1980 年代はじめには、手延素麺は播州 80 万箱（1 箱は 18 ㎏）、島原 60 万箱、小豆島 23 万箱、
三輪 8 万箱が 4 大産地であり、岡山 6 万箱、淡路 4 万箱、徳島、四日市、熊本の各 2 万箱が続





 1982 年当時、三輪素麺としての年間販売量は、約 60 万箱であった。このうち約 50 万箱は島
原産であり、三輪での生産は約 8 万箱であったことから、約 6 倍の規模にもなっていた。三輪







1980 年施行から 3 年間猶予されたが、ついに 1983 年 4 月から実施され、三輪素麺の主力であ
る島原産は、三輪ブランドでは販売できなくなった。そのため、産地卸売業者大手の一方の旗
頭「池利」では、桜井市大泉に年産 5 万箱の大型工場を 1982 年 10 月に完成させた。もう一方
の旗頭「三輪そうめん山本」では、自社ブランドで販売し、三輪ブランドにこだわらない方針
を採用することとした。そして、1982 年夏からは「三輪ブランド」を消し、「やまもとの素麺」
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第一に考え、産地表示を契機として生産面で三輪産地の浮上を図ることになった。反対に自社
ブランドを立ち上げた産地の卸売業者では、顧客は製品品質が本位であるとし、独自ブランド










 3) 原産地表示問題の再浮上 
 先に取り上げた 1980 年代の問題発生以降、産地表示の問題は、他地域の製品などでもしばし
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ランドを立ち上げる取り組みをしなければならないだろう。 
 素麺産業では、零細経営が多い地方の産地は、高齢化の波にも襲われている。手延素麺は工





 4) 三輪素麺のブランド力向上 























 地理的表示制度は、英語では Geographical Indication（GI）といわれるが、WTO 協定で著作
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権、商標、特許とともに定めている知的財産権である。特に伝統的な高級農水産品がある EU
は、他地域に先駆けて 1990 年代に導入し、PDO（原産地呼称保護）や PGI（地理的表示保護）
として制度化している。アジアでは、韓国、中国、シンガポール、タイなども導入しており、
日本では同制度導入のために地理的表示法が 2014 年 6 月に成立し、2015 年 6 月から施行され
た（日本経済新聞 2015.3.16）。この地理的表示性の仕組みを簡単に示したのが図表 1 である。 
 












 1) 播州での素麺生産の開始 
 播州での素麺生産は、兵庫県揖保郡太子町に所在する斑鳩寺の寺院日記『鵤庄引付』には、
1418 年 9 月 15 日の条に「サウメン」の文字がある。また、伊和神社（宍粟市一宮町）の社殿
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準を設定し、それを遵守させる風土が生まれていったといえる。 
 2) 品質基準の徹底 
 第二次世界大戦前後の混乱期には、素麺の原料である小麦の確保が困難となり、生産量が激
減し、産地存亡の危機に晒されることとなった。1952 年には統制経済が解除され、危機を乗り






商材の販売量が増え、1970 年代半ばに生産量が 100 万箱を超えた（https://web.pref.hyogo.lg.jp/ 
ie07/documents/01bansyusoumen.pdf）。 
 さらに 1990 年代になると、全国の手延素麺生産のうち、播州産が約 30%を占める状況となっ

























表 2 は兵庫県手延素麺協同組合による自主規制の構造について要点をまとめたものである。 
 





















 2) 顧客に対する生産履歴の開示 
 兵庫県手延素麺協同組合では、組合加盟の手延素麺生産者が生産する揖保乃糸について、生
産履歴管理のデータベース化を開始した。現在、揖保乃糸は、たつの市中心に約 500 軒の生産
者が生産しているが、以前は紙帳簿で生産記録を行うだけであった。しかし、2009 年 4 月から
は、一部を組合のパソコン上のデータベースに蓄積し、顧客が履歴確認をできるように進めて
きた。揖保乃糸としてブランド化される手延素麺は、毎年 10 月から翌年 4 月まで生産している
が、先に取り上げた三輪素麺と同様、組合の検査員が生産者を巡回し、製品をチェックし、小













 3) 商品管理の徹底と商標登録 




関わるトラブルは 2 件のみである。商標登録の迅速さは、1884 年に商標法が制定された後、1896
年には揖保乃糸として登録していることからもわかる（李［2007］p.50）。 












合役員会で決定し、検査部は 25 人で構成されている。検査員は決定されると 2~3 年間研修し、
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(3) 兵庫県手延素麺協同組合によるマーケティング 
 1) 顧客への直接的プロモーション活動 
















載し、毎週 1 品ずつ入れ替えている。全国の食品スーパーや公民館、集会所などでは 50 人規模






 2) プロモーション活動の多様化 
 兵庫県手延素麺協同組合では、従来の広告手法では市場の維持だけでなく、新規市場が開拓




 1997 年 4 月に兵庫県手延素麺協同組合は、今回訪問した「揖保乃糸資料館：そうめんの里」





し、観光バス 10 台、乗用車 80 台を収容できる駐車場も備えている。県では中小企業高度化資
金約 5 億 5 千万円を融資し支援した（日本経済新聞 1996.7.9）。このような大規模な事業を生産
者組合として手がけることができるのも、組合自体の積極的なマーケティング姿勢とそれを支
援しようとする自治体をはじめとした関係機関の存在も大きく影響している。 
 他方、兵庫県手延素麺協同組合によるグローバルな活動としては、2006 年 6 月にメニュー提
案型イベントをハワイで実施している。その翌年、ロサンゼルスとニューヨークでも行い、さ
らには東南アジアでもプロモーション活動を行っている。また「揖保乃糸」は、2007 年 5 月に
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